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9
月
１
日
の
防
災
の
日
に
合
わ
せ
、

市
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
市
内
全
域
で
震
度
7

の
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
。
当

日
、会
場
を
訪
れ
た
人
の
ほ
か
、自
主
防

災
組
織
や
消
防
団
、
医
療
従
事
者
な
ど

市
内
の
関
係
機
関
か
ら
集
ま
っ
た
約

７
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

市
防
災
広
場
で
は
、
初
期
消
火
訓
練

市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
那
須
孝

会
長
は
8
月
27
日
、
2
月
に
諮
問
を
受

け
た
第
４
次
行
財
政
改
革
大
綱
の
策
定

に
つ
い
て
答
申
書
を
ま
と
め
、
市
長
に

提
出
し
ま
し
た
。

今
回
の
答
申
で
は
、
人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
将
来
の
財

政
状
況
が
厳
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る

中
、
職
員
の
資
質
の
向
上
、
組
織
の
見

や
防
災
用
品
取
り
扱
い
訓
練
、
検
索
・

救
出
搬
送
訓
練
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

堀
金
総
合
体
育
館
で
は
避
難
者
を
受
け

入
れ
る
福
祉
ス
ペ
ー
ス
設
置
訓
練
、
豊

科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
き
ぼ
う
」
で

は
避
難
所
運
営
を
ゲ
ー
ム
形
式
で
体
験

す
る
Ｈハ

グ
Ｕ
Ｇ
訓
練
、
本
庁
舎
や
穂
高
健

康
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
松
本
広
域
3
市

5
村
合
同
の
医
療
救
護
訓
練
が
そ
れ
ぞ

直
し
に
よ
る
戦
略
的
な
行
政
経
営
、
行

財
政
基
盤
の
強
化
と
市
民
満
足
度
の
向

上
を
目
指
す
た
め
、
3
つ
の
基
本
方
針

と
関
連
す
る
13
の
重
点
的
な
取
り
組
み

を
提
言
し
ま
し
た
。

ま
た
、
行
政
の
取
り
組
み
状
況
が
市

民
に
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
、
目
標
を

で
き
る
だ
け
数
値
で
表
す
よ
う
指
摘
し

て
い
ま
す
。

れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

閉
会
式
で
宮
澤
市
長
は
「
災
害
時
の

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
『
自
助
』
と

地
域
住
民
同
士
が
助
け
合
う
『
共
助
』

が
大
切
。
今
後
も
関
係
機
関
、
団
体
、

市
民
と
が
連
携
し
、
防
災
体
制
の
充
実

強
化
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。

宮
澤
市
長
は
「
今
回
提
言
い
た
だ
い

た
内
容
は
、
私
自
身
も
重
要
な
課
題
と

捉
え
て
お
り
、
今
後
の
計
画
策
定
の
参

考
に
し
、
し
っ
か
り
と
市
政
へ
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

市
で
は
答
申
を
受
け
、
来
年
２
月
ま

で
に
第
４
次
行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定

す
る
予
定
で
す
。

市政トピックス 市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

■
大
地
震
を
想
定
し
た
総
合
防
災
訓
練
に
約
７
０
０
人
が
参
加

■
第
４
次
行
財
政
改
革
大
綱
の
策
定
に
答
申

救助者役を搬送する訓練参加者

答申書を手渡す那須孝会長（中央）


